
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棗地区 

地域ビジョン 

地域資源の 
有効活用の促進 

地域の魅力 
棗の良さをアピール 

高齢者の生きがい 
づくりの場をつくる 

「子どもから高齢者までが共存共栄できるまち」を目指して！ 

休耕地の解消と地区の景観形
成を目的としてオリーブを植
樹。現在 1300本植樹済み。棗
地区の目標は 4000本。越前海
岸一帯に 4 万本の植樹を目標
としている。国産品１％とい
われているオリーブオイルの
生産量を増やし、新規就農者
の支援に向けて、もも等の果
樹の栽培も推進している。雑
草対策にはヒツジの放牧も取
り入れ、育ての親による植樹
にも協力者が増えており、こ
れからの棗地区を盛り上げて
いく大きな活動になることは
間違いない。 
毎年 10月の収穫祭も大盛況。 
 

三里浜オリーブカルメリーナ ★ 朝倉山 ★ 地域交通を便利に 

棗といえば朝倉山。頂上から
は棗地区一帯と日本海を望む
ことができる。朝倉氏の居城
跡や防空監視哨跡が遺る場
所。この遺構を後世に引き継
ぐため、登山道と展望台の整
備を定期的に実施。今では地
区外からの登山客も増え、Ｓ
ＮＳでは朝倉山からの風景を
載せている人も多数。 

人口約 1600人の内、65才以
上の割合が約 4 割と少子高
齢化顕著。棗地区は地籍が広
く、主要な幹線道路のバス停
までが遠い家も多い。また、
福井駅往復約 1500 円という
こともあり、車の利用者が多
い。高齢者の事故が問題化し
ている為、地域所有のコミュ
ニティバスを整備する案も
浮上している。 

三里浜緑地公園 

通称グリーンベルトの愛称
で何十年も愛されてきた緑
地帯。両側に道路ができたた
めアクセスに危険度が増し、
現在は利用者が減るばかり。
緑地帯の管理は港湾事務所
が定期的に行っている為、緑
の美しさはそのまま。散歩コ
ースや遊び場として利用す
るには最高の場所。 

★ 高齢者の住みよいまち 

時代はＡＩ等の進化が著し
く、特に棗地区では便利なよ
うで高齢者には不便に感じ
ることが多い。生きがいづく
りの場を作ること等、物理的
に住みやすくする以上に、人
と人とのコミュニケーショ
ンを大事に、心をバリアフリ
ーにしていくことが住みよ
いまちづくりへの第一歩。 


